
ぺ
っ
た
ん
 
ぺ
っ

た
ん
 

ぺ

っ
た
ん
こ
。
さ
あ
さ
あ
も
ち

つ

き
始
ま
っ
た
。
 

き
ね
と
る
ほ
お

は
真
っ
赤
か
、
 

お
っ
と
と
っ
と
あ
ぶ
な
い
よ
。
 

顔
に
ぴ

し
ゃ
ん
と
は
ね
て
く
る
。
 

こ
ん
ど
は
わ
た
し
に
や
ら
せ
 

て
よ
。
女
の
子
だ
っ

て
負
け
な

い
わ
。
 

ほ
ら
ほ
ら
し
っ
か
り
が
ん
ば

っ
て
。
お
ば
さ
ん
頭
が
あ
ぶ
な

い
よ
。
ひ
ょ
い
と
か
わ
し
た
身

の
軽
さ
。
 

み
ん
な
泥
ん
こ
に

な
り
な
が
 

ら
、
ぼ
く
も
植
え
た
よ
、
わ
た

し
も
植
え
た
。
 

照
る
日
く
も
る
日

水
を
み
て
、
 

み
ん
な
で
観
察
し
た
田
ん
ぼ
。
 

り
っ
ぱ
に
お
米
が
実
っ
た
よ
。
 

作
文
書

い
て
日
記
を
書
い
て

楽
し

い
思
い
出
い
っ
ぱ

い
だ
。
 

お
や
お
や
お
も
ち
が
き
ね
を

引
っ
張
る
よ
。
ふ
わ
ふ
わ
お
も

ち
が
や
わ
ら
か

い
。
 

P
T
A
の
お
ば
さ
ん
ら
、
ち

ぎ
っ

て
く
る
く
る
手
で
ま
る
め
、
 

み
ん
な
集
ま
れ
お

い
し
い
よ
。
 

学
校
の
田
ん
ぼ
で
と
れ
た
米
。
 

世 帯 数 	14,160 

（昭和52年11月1日現在）住民基本台帳から 

発 行 所 

五所川原市役所 

引2号 

昭和52年12月 1日 

印 刷 西 北 印 刷 

男 	25,267人 

女 	27,014人 

① 	 （昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 	I部 8 円 	 〔毎月 2 回・1日・15日発行〕 

③広園引ょかわら 
市 の 人 口 

52,281人 
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昭和52年（1977年）12月1日（412号）② 広報ごしょがわら 

新 年

名刺交換会 

◇とき 昭和53年1月1日午前11時から 

◇ところ 市民文化会館 

◇会費 1, 000円。 （申し込みと同 

時に納入して下さい。） 

◇申込み締切り 12月20日（火）まで。 

市情報課、五所川原商工会議所へ。 
、 

五而り原ず難臭励賞表 個
人
で

は
十
八

人
 

五
十
二
年
度
の
 
「市
文
化
奪

励
賞
」
の
授
賞
式
は
、
十
一
月

十
九
日
午
後
一
時
か
ら
甘
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
七
団
体
、
 

十
八
人
の
個
人
が
受
賞
じ
ま
し

た
。
 

授
賞
式
で
は
、
伊
藤
定
一
市

教
育
委
員
長
が
、
 「今
回
の
受

賞
を
機
に
今
後
ま
す
ま
す
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
、
受
賞
者
の
代
表

・

個
人
に
表
彰
状
と
記
念
の
タ
テ

を
贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
田
名
部
助
役
、
福
士

市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
、
飯
詰
小
学
校
六
年
生

の
長
峰
鮎
子
さ
ん
が
、
 「心
を

ね
り
、
体
を
き
た
え
、
技
を
み
 
 

が
い
て
、
市
文
化
発
展
の
た
め

努
力
し
た
い
」
 
と
お礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

団

体
の
部
 

◇
五
所
川
原
合
唱
団
 
全
日

本
合
唱
団
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

一
般
の
部
で
銀
賞
◇
飯
詰
小
学

校
 
第
二
十
三
回
三
市
珠
算
競

技
大
会
団
体
競
技
三
部
優
勝
◇

飯
詰
小
学
校
 
第
二
十
八
回
県

珠
算
競
技
大
会
団
体
競
技
四
部

優
勝
◇
五
所
川
原
高
校
 
全
日

本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
で

銀
賞
◇
五
所
川
原
高
校
 
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
十
九

回
県
大
会
で
金
賞
◇
五
所
川
原

第

一
中
学
校
 
全
日
本
吹
奏
楽
 
 

コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
で
金
賞
◇

五
所
川
原
青
年
会
議
所
 
日
本

青
年
会
議
所
全
国
大
会
実
践
教

育
活
動
の
推
進
最
優
秀
賞
 

個
人
の

部
 

◇
前
田
家
光
（
飯
詰小
五
年
）
 

第
ニ
十
八
回
県
珠
算
競
技
大
会

読
上
暗
算

・
同
個
人
競
技
四
部

優
勝
◇
八
木
橋
房
子

（
七
ッ
館

小
三
年
）
第
二
十
二
回
青
少
年

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

佳
作
◇
小
野
真
都
美

（
一
野
坪

小
三
年
）
全
国
農
協
中
央
会
主

催
「
お
米

（
ご飯
）
と
わ
た
し
」
 

の
作
文
で
農
林
大
臣
賞
第
一
位

◇
川
浪
久
和
（
南
小
三
年
）
東

奥
美
術
展
で
特
選
◇
中
川
伸
吾
 

（
松野
木
小
四
年
）
県
農
協
共

済
書
道
展
で
持
選
◇
横
島
美
由

起

（同
）
同
書
道
展
で
金
賞
 

◇
上
見
真
由

美
（
飯
詰
中
三

年
）
第
二
十
六

回
東
北
珠
算
競

技
大
会
読
上
暗

算
競
技
学
校
の

部
第
三
位
◇
川

浪
勝
江

（
三
好

中
三
年
）
国
際

連
合
を
理
解
す

る
た
め
の
全
国

作
文
コ
ン
テ
ス

ト
佳
作
◇
林
徹
 

（
第三
中
三
年
）
 

同
特
選
◇
太
田

恵
美
子
（
飯
詰

中
二
年
）
第
一
一
 
 十

八
回
県
珠
算
競
技
大
会
個
人

第
三
部
総
合
優
勝
 

◇
鎌
田
清
晶

（
五
高
一
年
）
 

第
一
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

大
会
県
大
会
個
人
戦
第
一
位
◇

大
沢
良
信
（
市
内
蓮
沼
）
県
文

化
振
興
会
議
県
新
人
奨
励
賞
◇

三
上
民
雄

（
板柳
第
二
小
教
諭
）
 

視
聴
覚
技
法
研
究
会
「
七
七
年

視
聴
覚
実
践
論
文
」
視
聴
覚
奨

励
賞
◇
成
田
連
治
（
市
内
旭
町
）
 

五
所
川
原
総
合
文
化
祭
県
下
短

歌
大
会
第
一
位
ほ
か
◇
藤
田
紫

陽

（
市内
上
平
井
町
）
第
十
八

回
県
美
術
展
書
道
の
部
奨
励
賞

◇
寺
田
沙
舟

（
市内
田
町
）
同

◇
菊
地
春
翠

（
市内
八
重
菊
）
 

同
◇
外
崎
正
子

（市
内
金
山
）
 

全
国
和
裁
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
丹

後
織
物
工
業
組
合
長
賞
 

（
敬
称略
）
 

年
末
の
交
通

安
全
運
動
ク

十
二
月
十
六
日
 

ー
十
二
月
二
十

五
日
 

年
末
年
始
は

飲
酒
す
る
機
会

が
多
く
、
ま
た

酒
の
み
運
転
に

よ
る
交
通
事
故

も
増
加
の
傾
向

に
あ
る
の
で
、
 

県
の
重
点
目
標

で
あ
る
 
ガ
飲

酒
、
暴
走
運
転
 

の
根
絶
グ
に
協
力
し
て
交
通
事
 

故
の
な
い
明
る
い
年
末
年
始
を
 

迎
え
ま
し
ょ
う
。
 

（
市
交
通
防
災
対策
室
）
 

の
み
ま
せ
ん
 

居
眠
り
し
ま
せ
ん
 

と
ば
し
ま
せ
ん
 

飲酒、暴走運転をやめよう 
明るい年末年始を 
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保育所（園）と募集人員 

所在地 保育所（園）名 定員 所在地 保育所（園）名 定員 

柳 町 五所川原保育園 120 湘
 
鍬
 

梅
 

米
 
わ
 

転
 

鵬
 

嚇
 

飼
 
田
 
田
 

刈
 

綱
 
軌
 

七 和 保 育 園 

飯 詰 若 葉 保 育 園 60 か ま や保育園 

鶴ケ岡 三 好 保 育 所 60 梅 田 保 育 園 

湊 

松島町 

さ か え保育園

まっしま団地保育園 

60 

120 

津軽野保育園

さ っ き保育園 

60609090

90

60

60 

4 
川 山 中 川 保 育 所 60 さくら保育園 

藻 川 藻 川、 育 園 60 新宮団地保育園 

相
扶
全
 

こ
れ
か
ら
日
毎
に
寒
さ
が
厳

し
く
な
り
、
厳
寒
期
に
入
る
と
、
 

水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
事
故
が

あ
い

つ
い
で
お
き
ま
す
。
 

こ
の
た
め
修
繕
の
申
し
込
み

が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
応
じ
切
れ

ま
せ
ん
。
 

凍
結
や
破
裂
で
不
自
由
な

思
い
を
し
た
り
、
余
計
な
修

理
代
な
ど
を
払
う
こ
と
の
な

い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
下
さ
い
。
 

⑨
水
抜
栓
、
不
凍
栓
を
備

え
付
け
の
場
合
 

長
い
間
家
を
空
け
る
よ
う

な
と
き
や
、
就
寝
前
に
は
必

ず
水
抜
栓
・
不
凍
栓
の
ハ
ン

ド
ル
を
し
っ
か
り
閉
め
、
蛇
 

し
回
す
と
重
く
な
り
ま
す
が
、
 

そ
こ
で
止
め
て
は
不
凍
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
さ
ら
に

ハ
ン
ド

ル
を
し
っ
か
り
止
ま
る
ま
で
回

し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
操
作
を
間
違
え
な
け
れ

ば
必
ず
立
ち
上
が
り
パ
イ
プ
の

水
は
水
抜
栓

・
不
凍
栓
の
排
水

孔
か
ら
外
に
排
水
さ
れ
ど
ん
な

厳
寒
で
も
凍
結
し
ま
せ
ん
。
 

水
を
出
す
と
き
は
 
、

水

抜
栓
・
不
凍
栓
の
ハ
ン
ド
ル
を

全
開
し
て
か
ら
蛇
口
を
開
け
る

と
水
は
出
ま
す
。
 

⑨
電
熱
ヒ
ー
タ

ー
利
用
の
場

合
 不

ズ
ミ
の
害
を
防
ぐ
た
め
、
 

立
ち
上
が
り
部
分
を
ボ
ッ
ク
ス

で
囲
む
よ
う
に
し
で
下
さ
い
。
 

＠
む
き
出
し
の
管
や
屋
外
に

蛇
口
が
あ
る
場
合
 

蛇
口
や
水
道
管
の
立
ち
上
が

り
な
ど
の
露
出
部
さ
保
温
材
 

（毛
布
類
‘
コ

モ
等
）
を
巻

き
つ
け
る
な
ど
し
て
下
さ
い
。
 

気
温
が

マ
イ
ナ
ス
摂
氏
四

度
以
下
に
な
る
と
防
寒
の
不

完
全
な
も
の
は
、
凍
結
し
た

り
破
裂
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
 

も
し
、
凍
っ
て
水
が
出
な

い
と
き
は
、
凍
結
し
た
部
分

に
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と

ヌ
ル
マ
湯
を

か
け
て
と
か
す
よ
う
に
し
て

下
さ

い
。
 

直
接
、
熱
湯
を
か
け
る
と

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ

い
。
ど
う
し
て

も
水
が
出
な
い
と
き
は
、
解
氷

器
で
処
理
し
ま
す
か
ら
ご
連
絡

下
さ
い
。
 

（
市
水
道
課
）
 

て
 

い
 

つ
 

一
 」
 

)
 

防
 

予
 

結
 

凍
 

の
 

ロ」
網
灘難

樋
 

その 21 

市
で
は
、
五
十
三
年
度
の
保

育
所

（園
）
入
所
児
童
の
受
付

け
を
し
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 
十
二
月
五
日
 

、
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
。
 

◇
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務

所
。
 
（
申請
用
紙
を
備
え
て
お

り
ま
す
。
）
 

◇
対
象
児
童
 
生
後
四
カ
月

以
上
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な

い
次
の
①
ー
⑥
ま
で
の
事
情
の

あ
る
家
庭
で
す
。
 

①
母
親
が

家
庭
の
外
で
仕
事

を
し
て
い
る
た
め
保
育
が
で
き

な
い
。
②
母
親
が
家
庭
の
な
か

で
、
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て

い
る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
。
 

③
母
親
が

い
な
い
家
庭
で
保
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
 

在
宅
で
目
の
不
自
由
な
方
に
ラ
、
 

ジ
オ
付
き
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
貸
出
し
す
る
こ
と

に
な
り
、
申
請
を
受
付

け
し
て

い
ま
す
。
 

こ
の
ラ
ジ
オ
付
き
カ
セ
ッ
ト

は
、
日
本
I
B
M
株
式
会
社
（
 

東
京

・
本
社
）
か
ら
当
協
議
会

へ
預
託
さ
れ
た
も
の
で
、
全
部
 
 

育
が
で
き
な
い
。
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気

・
心

身
障
害
等
で
保
育
が
で
き
な
い
。
 

⑤
家
庭
内
に
病
人

・
障
害
者

が
お
り
、
母
親
が
看
護
に
あ
た

る
た
め
保
育
が
で
き
な
い
。
⑥

そ
の
他
、
右
記
以
外
で
保
育
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
。
 

◇
添
付
す
る
書
類
 
①
五
十

二
年
度
納
税
通
知
書
。
 
（
市県

民
税

・
固
定
資
産
税

・
国
税
。
）
 

＠
母
親
が

勤
務
し
て
い
る
場
合

は
勤
務
証
明
書
。
⑤
母
親
が
出

産
・
病
気
等
の
場
合
は
診
断
書

◇
入
所
の
決
定
 
家
庭
構
成

の
状
況
、
と
く
に
保
護
者
で
あ

る
母
親
の
労
働
状
態
、
家
庭
環

境
、
そ
の
他
の
状
況
を
面
接
・

実
態
調
査
等
で
決
定
し
ま
す
。
 

ま
た
、
入
所
の
基
準
に
該
当

す
る
児
童
が
定
員
を
超
え
る
場

合
は
、
保
育
を
要
す
る
程
度
の

高
い
方
か
ら
定
員
の
範
囲
内
で

順
次
入
所

の
決
定
を
し
ま
す
。
 

で
十
台
で
す
。
 

◇
貸
出
し
の
対
象
と
な
る
方

身
体
障
害
者
の
手
帳
を
持
っ

て
お
り
、
視
覚
の
障
害
等
級
が

一
級
以
上
の
方
。
ま
た
、
低
所

得
世
帯
で
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
 

ー
を
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

に
も
な
い
方
。
 

◇
申
込
み
先
 
市
福
祉
事
務

所
内
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
。
 

目
の
不
自
由
な
方
ヘ

カ
セ
ッ

ト
 

テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
貸
出
し
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個
人
で
も
利
用
で
き
ま
す
 

◇
利
用
料
金

不
要
で
す
。
 

◇
利
用
の
手
 

勤
労
青

少
年

ホ
ー

ム
 
続
き
 

登
録
制
 

年末特別融資制度のご案内 

ト青森県信用保証協会五所川原支所（産経会館内） 

五所川原市岩木町12 （廿⑤一4121) 

⑥中小企業不況対策資金特別保証融資 

融資額 1企業につき 500万円以内 

保証料 年利率1.00％ 	融資期間 3年以内 

利息 市内各金融機関所定利息 

＠中小企業近代化資金特別保証融資 

融資額 1企業につき 1,000万円以内 

保証料 年利率1.00％ 	融資期間 7年以内 

利息 市内各金融機関所定利息 

ト商工組合中央金庫青森支店 

青森市橋本1丁目4番 5号 （ff⑩- 5 4 11) 

融資金額 （叫且合は原則として 3,000万円以内 

②濡且合員は原則として 1,000万円以内 

融資期間 （①漣転資金 原則として 5年 

②設備資金 原則として 7年 

利息 商工中金約定利息による 

ト国民金融公庫弘前支店 

弘前市大町3-1一 1 (ft⑩-6303) 

＠年末資金 

融資金額 1,200万円以内 

融資期間 （①）運転資金 5年以内 

②設備資金 7年以内 

利息 年利 7.6% 

※ 詳しいことは、市商工観光課または、各金融機関へお問い 

合わせ下さい。 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
に
あ
る
「
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
 
では
、
 

個
人
の
利
用
者
も
募
集
し
て
い
 

エ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
上
の
悩
み

ご
と
を
話
し
合
い
、
明
日
へ
の
 

レ
ク
リ
 

◇
開
館
時
間
 
午
前
九
時
か
 

ら
午
後
九
時
ま
で
。
 
（
た
だ
し
 

日
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
 

に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
申
請
書
を
提
出

し
て
下
さ
い
。
 

利
用
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

◇
利
用
方
法
 
ク
ラ
ブ
、
サ
 

ー
ク
ル
の
会
合
の
ほ
か
、
 マ
ー
 

ジ
ャ
ン
・
碁
・
将
棋
・
ト
ラ
ン

プ

・
お
茶
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。
 

仲
間
で
主
催
す
る
講
習
会
な

ど
に
も
ど
う
ぞ
。
 

◇
ス
ボ
ー
ツ
も
で
き
ま
す
。
 

卓
球

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
サ

ブ
体
育
館
で
で
き
ま
す
。
利
用

日
は
、
当
分
の
間
月
・
水
・
金

曜
日
で
す
。
そ
の
他
の
曜
日
で

も
利
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
事
前
に
ホ
ー
ム
に
連
絡
し

て
下
さ
い
。
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
。
④

三
六
〇
二
番
）
 

な
お
、
十
二
月
に
は
着
物
の

着
付
け

・
料
理
講
習
会
な
ど
も

行
う
予
定
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
下
さ
い
。
 

五
十
二
年
度
の

一
、
二
級
ボ
 
り
、

二
級
ボ
ィ
ラ

ー
技
士
の
受

イ
フ
ー
技
士
試
験
は
、
明
年
三
 
験
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
 

月
十
七
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
 
◇
学

科
講
習
会
 

す
が
、
こ
の
試
験
の
た
め
の
実
 

▽
と
き
 
明
年
三
月
六
日
（
 

技

・
学
科
講
習
会
が
次
の
日
程
 
月
）

ー
九
日

（
木
）
。
 
午
前
九
 

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
 

◇
二
級
ボ
ィ
 

ニ
級

ボ

イ
ラ

ー
技
士
 
▽

と
こ
ろ
 

か
難
士

実
技
 
実
技
・
学
科
講
習
会
 
「
鱗
働
基
準
 

▽
と
き
 
十
二
月
＋
九
日
（
 

▽
受
講
料
 
八
千
円
。
 

日
）
ー
二
十
一
日

（
水）
。
 午
 
◇
申

込
み
締
切
り

』
十
二
月

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
o
 

十
日
（
土
）
ま
で
。
定
員
八
十

▽
と
こ
ろ
 
西
北
労
働
基
準
 
人
に

達
t
次
第
締
切
り
ま
す
。
 

協
会
。
 

◇
申
込
み
先
 
市
内
新
宮
町

▽
受
講
料
 
六
千
円
。
 

八
四
の
五
、
西
北
労
働
基
準
協

実
技
講
習
会
の
修
了
者
に
限
 
会
（

。
⑤
六
三
三
六
番
）
 

ま
す
。
 

ホ
ー
ム
は
、
 

働
く
青
少
年
が

余
暇
や
休
日
を

楽
し
く
有
意
義

に
過
ご
す
施
設

で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、
 

勤
労
意
欲
を
盛
り
上
げ
る
場
と
  

五
時
ま
で
。
）
 

す
る
た
め
建
設
さ
れ
た
も
の
で
  

◇
休
館
日
 
祝
日
と
十
二
月
 

す
。
 

二
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月
四
日
 

■

利
用
の
ご
案
内
■
 

ま
で
。
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三種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風） 

ワクチン接種のお知らせ 

・

名地
 
区
 

接 	種 	孤 	日 
場 	所 時 間 

1回目 2 回目 3回目 
1 

五 小 学 区 
L 

12月15日 1月19日 '2 月16日 市中央公民館 
午後1時 

~2時 

松 島 地区、 

松 島 団 地 
12月16日 1月20日 2 月17日 市中央公民館 

午後】時 
~2時 

三 好 地 区 12月16日 1月20日 2 月17日 三好診療所 
午後1時 
~1時30分 

長 橋 地 区 12月20日 1月24日 2 月21日 長橋診療所 
午後1時 

~1時30分 

七 和 地 区 12月21日 1月25日 2 月22日 七 和 支所 
午後1時 

~1時30分 

中川、毘沙門、 
栄 	地 	区 

12月21日 1月25日 2 月22日 市中央公民館 
午後1時 

~2時 

梅沢、飯詰地区 12月22日 1月26日 2 月23日 市中央公民館 
午後1時 

~2時 

南 小 学 区 12月23日 1月27日 2 月24日 市中央公民館 
午後1時 

~2時 

◇対象 生後 6 カ月から 4 歳までの乳幼児。 （ただし、昨年 3 回 

接種した乳幼児は期間中1回だけ接種します。） 

◇ご注意 O母子手帳は必ず持参して下さい。 

〇当日の朝、体温を計って下さい。 

⑥お子さんの体質をよく知っている方がお連れ下さい。 

ゴ
ミ
の
バ
ラ
出
し
は
 

や
め
て
下
さ
い
 

酒と税金 

最
近
、
ゴ
ミ
の
集
積
所
に
ゴ
 

I
I
Iを
バ
ラ
の
ま
ま
此
ず
と
こ
ろ

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ゴ
ミ
を
バ
ラ
の
ま
ま
出
す
と
、
 

風
に
飛
ば
さ
れ
た
り
、
犬
や
猫

が
あ
さ
っ
て
ち
ら
か
し
ま
す
。
 

ゴ
ミ
は
、
必
ず
袋
か
箱
、
ま

た
は
東
ね
て
燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
に
区
分
け
し
、
決

め
ら
れ
た
日
、
決
め
ら
れ
た
場

所
に
朝
八
時
半
ま
で
出
し
て
下
 
 

さ
い
。
 

（
市生
活
環
境
課
）
 

復
明
堂
医
院
で

十
万
円
を
寄
付
 

市
内
旭
町
の
復
明
堂
医
院

（
 

三
上
光
次
院
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
 

市
教
育
振
興
会
へ
十
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

医
院
の
新
築
を
記
念
し
て
贈

っ
た
も
の
で
す
。
 

商
工
会
議
所

で
は
、
三
十
年

以
上
、
二
十
年

以
上
の
勤
続
者

に
そ
れ
ぞ
れ
日

本
商
工
会
議
所

会
頭
、
東
北
六

県
商
工
会
議
所

連
合
会
長
の
表

彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

該
当
者
の
い
 

る
事
業
所
は
明
年
一
月
十
日
ま

で
商
工
会
議
所
へ
申
請
し
て
下

さ
い
。
 

な
お
、
表
彰
は
第
二
十
二
回
 
 

の
優
良
商
工
従
業
員
の
表
彰
式

と
併
せ
て
、
明
年
二
月
十
七
日
 

（
金
）
午
後
二
時
から
産
経
会

館
五
階
で
行
い
ま
す
。
 

税
務
署
だ
よ
り
 

酒
税
は
、
酒
類
に
か
か
る
税

金
で
製
造
者
が
製
造
場
か
ら
出

荷
し
た
と
き
に
納
税
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

酒
に
は
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゆ

う
、
み
り
ん
、
ビ
ー
ル
、
ウ
イ

ス
キ
ー
類
、
果
実
酒
な
ど
十
種

類
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
清

酒
や
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
は
 

特
級
、
 一
級
、
二
級
と
級

別
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
 

高
級
な
も
の
ほ
ど
酒
税
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
 

酒
税
は
、
清
酒

一
級

一

升

（
一
・
八
認
）
当
り
、
 

購
入
価
格
千
四
百
三
十
円
 

の
な
か
に
税
金
が
三
百
六
 

十

一
円
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た

ビ
ー
ル
大
び
ん
百
九
十
五
円
の

な
か
に
八
十
二
円
、
ウ
イ
ス
キ
 

ー
ー
級
普
通
び
ん
千
二
百
円
の

な
か
に
四
百
十
一
一
 
の
税
金
が

そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
酒
の
税
金
は
、
昨
年
度

の
全
国
合
計
で
は
一
兆
七
百
十

億
円
で
、
国
税
収
入
の
六
・
四

％
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
昨
年
度
の
西
北

五
地
方
の
酒
類
消
費
量
は
、
五
 

詳
し
い
こ
と
は
商
工
会
議
所
 

（
廿
⑤
二
一
二
一
番
）
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。
 

万
二
千
石

（
九三
八
万
1
3）
余

り
で
、
一
人
当
り
の
年
間
消
費

量
は
二
斗
五
升

（四
五
昌
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

西
北
五
地
方
の
清
酒
の
消
費

量
は
、
二
万
千
石

（
三
七
八
万

八
千
易
）
余
り
で
す
が
、
地
元

で
生
産
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
地
酒

は
、
製
造
数
量
五
千
石

（
九〇

万
器
）
の
う
ち
地
元
で
消
費
さ
 

れ
る
の
は
二
千
三
百
石
（
 

四

一
万
五
千
易
）
余
り
で
、
 

全
消
費
量
の
十
一
％
に
す
 

ぎ
ま
せ
ん
。
 

お
わ
か
り
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
酒
税
な
ど
の

税
金
は
国
か
ら
地
方
へ
、
 

地
方
交
付
税
な
ど
と
し
て

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
税
金
は
地
域
住
民
 

の
た
め
県
、
市
町
村
で
行
う
公
 

共
事
業
な
ど
の
財
源
に
使
用
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

地
酒
の
消
費
量
が
多
く
な
り

ま
す
と
、
製
造
者
の
利
益
も
多

く
な
り
、
そ
の
税
金
の

一
部
も

地
方
財
政
に
還
元
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
地
元
企
業
の
発
展
へ

と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
地
酒
を

愛
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
 （
五所
川
原
税
務
署
）
 

-30年、20年以上

勤続者の申請を 
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年
末
調
整
 

十
二
月
は
源
泉
所
得
税

の

年
末
調
整
の
月
で
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税

は
、
毎
月
の
給
料
ゃ
ボ

ー
ナ

ス
の
支
給
の
と
き
に
源
泉

徴

収
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

そ
の
月
の
給
料
に
対

す
る
税

金
は
概
算
的
な
も
の
で
す
か

ら
、
そ
の
年
間
合
計
額
は
、
 

一
年
間
の
給
与
総
額
に
対

す

る
正
規
な
税
額
（
年
税
額
）
 

と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通

で
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
年

最
後
に
給
料
が
支
払
わ
れ
る

と
き
に
そ
の
差
額
を
精
算
し

ま
す
。
こ
れ
が
年
末
調
整
で

す
。
 

年
末
調
整
で

は
、
扶
養
控

除
や
生
命
保
険
料
控
除
、

一
一

年
目
以
降
の
住
宅
取
得
控

除

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

こ

れ
ら
の
控
除
の
金
額
は
、

サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
が
勤

務
先
に
提
出
す
る
申
告
書
に

よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

誤
り
の
な
い
申
告
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
 

な
お
、
多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控

除
や
災
害
に
あ
っ

た
場
合
の

雑
損
控
除
な
ど
を
受
け
る
に

は
、
税
務
署
に
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

詳
し
く
は
五
所
川
原
税
務
署

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
 

除
雪
作
業
は
、
交
通
の
少
な

い
時
間
帯
に
行
う
た
め
、
夜
間

や
早
朝
の
作
業
が
多
く
、
暗
い

う
え
に
雪
、
地
吹
雪
な
ど
で
視
 

界
が
悪
く
、
除

雪
車
が
路
上
に

放
置
し
て
い
る

車
に
衝
突
す
る

こ
と
が
あ
り
、
 

非
常
に
危
険
で
す
。
 

ま
た
、
駐
車
し
て
い
る
部
分

が
除
雪
で
き
な
く
な
り
、
こ
れ

が
交
通
障
害
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
 

除
雪
中
 

三
十
M
以
内
危
険
 

除
雪
車
は
、
重
機
械
で
あ
り

前
方
で
も
十

H
以
内
に

A
る
と
 

死
角
に
な
り
ま
す
『
雪
の
な
か

に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
材
、
 

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十

U
以
 

内
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

除
雪
は
「右
側
走
行
」
も
 

風
向
、
道
路
、
雪
提
条
件
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
雪
す
 
 

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
車
は

除
行
し
で
下
さ

い
。
除
雪
車
は

作
業
中
必
ず
「
黄
色
回
転
灯
」
 

を
点
灯
し
て
お
り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
で
、
物
が
こ
わ
れ

た
り
、
ケ
ガ
人
が
で
き
た
ら
直

ち
に
（
関
係
機
関

へ
）
連
絡
願
 

h
さ
』
い
並
 

い
ま
す
。
 と
く
に
、
物
が
こ
わ

れ
た
場
合
、
早
急
に
報
告
さ
れ

な
い
と
原
因
究
明
が
困
難
に
な

り
保
障
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
 

路
上
で
の
 

故
障
は
目
印
を
 

雪
の
な
か
に
車
を
乗
り
捨
て
 

ま
す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど
で

埋
も
り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
衝
突
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

目
印
に
は
、
赤
旗
を
で
き
る

だ
け
高
く
立
て
て
下

さ
い
。
 

路
上
に
！
申
を
捨て
な
い
 

除
雪
は
、
全

部
機
械
力
で
お

こ
な
い
ま
す
の
 

・

つ
に
 

で
、

路
側
に
雪
 

が
た
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
雪
は
、
 一
定
量
に
な
る
と

運
搬
、
排
雪
し
ま
す
の
で
通
路

な
ど
に
入
っ
た
雪
は
路
側
に
積

ん
で
お
い
て
下
さ
い
。
 

道
路
は
広
く
 

私
有
物
件
（
材
木
、
鋼
材
）
 

が
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る
と

除
雪
車
が
衝
突
し
、

こ
れ
を
巻

き
込
み
重
大
な
事
故
発
生
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
歩
道
に
車
を
乗
り

入
れ
る
た
め
歩
車
道
の
境
界
に

お
い
て
い
る
木
材
、
鋼
材
は
積

雪
状
態
に
な
る
と
使
用
さ
れ
な

い
わ
け
で
す
か
ら
冬
期
間
は
取

り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
 

路
上
で
の
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
 

「
か
ま
く
ら
」
遊
び
は
危
険
で

す
か
ら
や
ら
せ
な
い
で
下
さ
い
。
 

除
雪
に
ご
協
力
を
 

屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は
で

き
る
だ
け
空
地
な
ど

に
捨
て
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

ー
歳
末
助
け
合
い

芸
能
祭
開
く
 

▽
と
き
 
十
二
月
十

一
日
（
 

日
）
午
前
十
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

▽
入
場
整
理
券
 

一
枚
三
百

円
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
 

廿
⑤
二

一
一
一
番
・
内
線
二
六

五
番
）
に
あ
り
ま
す
。
 

コ
自
衛
官
一
般
ニ
士
J
 

F
（男
）
募

集
中

L
 

中
学
校
卒
業
以
上
、
十
八
歳
 

ー
二
十
四
歳
ま
で
の
若
人
を
常

時
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
ま
た
は
自
衛
隊
募
集
事
務

所

（
廿⑤
二
三

〇
五
番
）
へ
お

間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

 

に
こ
 

 

    

    

除
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
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